
オムロンの知財AIエージェント分析レポート

Executive Summary

オムロンの「知財AIエージェント」は、単独のツールというより、研究開発用HPC基盤「RDinX」と、その上
に構築された生成AI活用基盤「RD Buddy」を土台にした、知財業務特化の検索・分析エージェントとして理
解するのが最も正確です。公開情報で確認できるコア構成は、Amazon Bedrock、Amazon OpenSearch
Serverless、Amazon S3、AWS Lambda、Amazon DynamoDB、IAM、暗号化、CloudTrail、CloudWatch
Logs、Athena、X-Ray、AWS Direct Connect であり、社内LAN接続を含む閉域・多層防御・サーバーレス最
適化を重視した実装になっています。これは「一般的な社外生成AIの安全利用」ではなく、「機密性の高い知
財・研究データを扱うための専用運用基盤」を内製した事例です。 

公開された技術詳細はかなり具体的で、特許庁の公開情報をS3に保存し、LambdaでXMLを解析して構造化
し、DynamoDBでメタデータ管理、OpenSearch Serverlessにベクトル索引を構築、BedrockのAmazon
Titan Text Embeddings V2で埋め込み、Claude 3.5 Sonnetで自然言語検索・分析を行う構成が明示されてい
ます。したがって、公開範囲に限れば、本件の中心は「ファインチューニング済み専用LLM」ではなく、「意
味検索＋生成」を組み合わせた独自RAG系アーキテクチャだとみるのが妥当です。もっとも、モデル組み合わ
せやクエリ設計の一部は機微情報として非公開であり、未記載部分を断定することはできません。 

効果については、公開情報に複数の数値があり、しかも一致していません。周辺の公開一次情報では、2026
年AWS Summit関連のセッション告知で「特許調査工数50%減も」とされる一方、AWS公式ブログの展示紹
介では「特許調査・発明説明書作成の工数を90%削減」と記されており、2025年のAWS builders.flash 本文
では「分析時間を大幅に削減」とするものの測定条件は示されていません。したがって、効果そのものは相
当大きい可能性が高い一方、公表情報だけでは、対象業務、母数、比較条件、観測期間、再現性を監査でき
る水準には達していません。 

また、本件は技術導入だけでなく、組織設計でも先進的です。オムロンは全社横断の生成AI活用推進プロジェ
クト「AIZAQ」を2023年に立ち上げ、Season 1では24テーマのうち90%以上で有効性を確認し、Season 2で
は25テーマ・253名が参加しました。知財センタでは67種類の包括的プロンプト集、全6回の教育プログラ
ム、独自スキル評価制度、知財部員全員のレベル1達成、さらにGitHub Copilotを活用したエージェント内製
まで進めています。つまり成功要因は、AWSのサービス選定だけでなく、知財部門のリテラシー育成、ナ
レッジ共有、AIガバナンス、内製文化の同時進行にあります。 

同規模企業が再現することは十分可能ですが、前提条件があります。必要なのは、知財実務の要件定義がで
きる知財専門家、AWS基盤を設計できるクラウドアーキテクト、検索品質を設計できるデータ/ML人材、閉
域・認証・監査に責任を持つセキュリティ人材、そしてPoCで終わらせないPMOです。実装難易度は高いも
のの、オムロン デジタルが外販する生成AIサービス「koto-Buddy」が月額10万円程度からのスモールスター
トをうたっていることからも分かるように、最初からフル内製・全社展開を狙う必要はありません。むし
ろ、限定ドメイン・限定ユーザー・Human in the Loop前提のPoCから始めるべきです。 

ソース精読と主要引用

まず、指定された「日経クロステック記事（2026-06-26）」については、この調査環境から日経クロステッ
ク本文を直接取得できず、記事URLもプロンプト内に明示されていなかったため、本文の逐語精読は実施でき
ていません。したがって、以下ではこの点を明示したうえで、同日周辺の公開一次情報から日経記事の論点を
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補助的に再構成します。これは厳密には「間接読解」であり、本文の直接確認ではないため、その限界を前
提に読んでください。

その間接根拠として最も強いのは、AWS Summit Japan 2026の公式セッションタイムテーブルと、オムロン
公式X系アカウントの告知です。そこでは、ほぼ日経記事の見出しに近い表現で、「特許調査工数 50%減も！
オムロン R&Dが内製する『知財 AI エージェント』の裏側 ―検索精度UP & リードタイム短縮のノウハウ―」
というタイトルが確認できます。また別のオムロン技術アカウントの公開文面では、「検索や発明説明書生
成を AI エージェント化し、特許調査工数を大幅削減」という表現も見えます。したがって、2026-06-26時点
での対外メッセージの中心は、少なくとも「特許調査工数削減」「検索精度向上」「リードタイム短縮」
「内製ノウハウ」にあったとみてよいでしょう。 

一方、AWS公式事例の精読からは、日経記事の見出しレベルを超える技術情報が取れます。2025-11-04の
builders.flashでは、知財AIエージェントが「RD Buddy 上に実装」され、処理の流れが 「特許データの取り
込みと前処理」「意味的検索」「生成AI連携」 の三段階であることが明記されています。さらに、特許庁公
開情報をS3に保存し、LambdaでXMLを解析、DynamoDBでメタデータ管理、OpenSearch Serverlessでベ
クトル検索、Titan Text Embeddings V2で埋め込み、Claude 3.5 Sonnetで自然言語検索・分析を行うことま
で公開されています。短く引用すると、AWS事例は 「Amazon OpenSearch Serverless を採用し」
「Claude 3.5 Sonnet と連携」 と記しており、ここが技術構成の中核です。 

同じAWS系でも、2026-05-25公開の公式ブログは、さらに踏み込んで、オムロンの展示名を 「生成 AI を活用
した知財 AI エージェント『ALBERT』の内製開発」 と紹介し、「特許調査・発明説明書作成の工数を90%削
減」、利用対象を 「60名→120名」 に広げる計画を示しています。ここで初めて、公開名称「ALBERT」、
業務範囲に「発明説明書作成」が含まれること、そして90%削減という別の定量値が確認できます。 

オムロン公式の一次情報では、まずAIZAQが重要です。オムロンは2023年に全社横断の生成AI推進プロジェク
トAIZAQを開始し、社員の自発参加型でテーマを立てる方式を採用しました。AIZAQ Season 1では24テーマ
のうち90%以上が「生成AIは業務課題解決に有効」と結論づけられ、Season 2では25テーマ・253名が参加
しています。知財AIエージェントはこの全社文脈の中に位置づくため、単独ツール導入ではなく、横断型PoC
ポートフォリオの一角として成長したとみるべきです。 

同じくオムロン公式の「ナレッジシェア」記事は、AI活用を社内文化に埋め込む設計を示しています。AIZAQ
Canvasというポータルで、プロンプト集や活用ノウハウを共有し、約10名のチームが3カ月で第一弾を公開
しました。閲覧数は1600から約1カ月で5600に増加しています。この「まず使わせる」「再利用可能な資産
にする」という運用は、知財AIエージェントの社内受容性を支える基盤だと解釈できます。 

さらに、オムロンテクニクス2025年稿は、RD Buddyの設計思想そのものを一次情報として説明しています。
そこでは、RD Buddyが 「AWS上に構築されたオムロン専用のプライベートクラウド環境」 に置かれ、
BedrockとAzure OpenAI Serviceを専用リソースとして分離し、コンテンツフィルタ、認証認可、ログ監視、
プライベートモード、サーバーレス最適化を備えることが述べられています。知財AIエージェントについても
「特許庁から取得した特許情報の生データ」を利用し、「RD Buddy とも連動」することが確認できます。 

最後に、J-STAGE掲載論文「生成 AI を活用した知財活動の新展開」は、オムロン社員による学術寄稿であ
り、ほぼ一次情報に準じて扱える価値があります。ここでは、知財センタが約1年間AIZAQに参加し、67種類
の包括的プロンプト集を整備し、全6回の勉強会と3段階の教育プログラムを実施し、3カ月で知財センタ全員
がレベル1達成 と記されています。また、知財AIエージェントはGitHub Copilot活用のもとで自社開発され、
「チャットボット機能、学習・推論・分析機能、特許情報分析機能」を持つとされています。 
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技術構成の確定事項と仮定

公開情報から確認できる技術構成を、確定事項と仮定に分けて整理すると次のとおりです。

レイヤ 公開情報で確認できる事項
確
度

評価

研究開発基盤

RDinXはAWS上の研究開発用HPC基盤
で、EC2、Direct Connect、Control
Tower、Web GUIを備える。オンプレ調
達・構築の数カ月を5分へ短縮した。 

高
知財AIエージェントはこの既存DX
資産の上に載っている。

生成AI基盤

RD BuddyはRDinX上の独自生成AI基盤
で、プライベートクラウド、多層セキュ
リティ、サーバーレス最適化、モデル選
択機能を持つ。 

高
「一般用途のChatGPT利用」では
なく、社内統制下の専用基盤。

データ取り込
み

特許庁の公開情報をS3へ保存し、S3イベ
ントでLambdaが起動。XML解析後、メ
タデータをDynamoDBで管理。 

高
特許庁の一括ダウンロード系デー
タは公式提供があるため、データ
取得方式として整合的。 

ベクトル検索

OpenSearch Serverlessを採用し、Titan
Text Embeddings V2でベクトル化。技術
分野、課題、解決手段などの要素単位で
索引化。 

高 典型的なベクターRAGの中核。

生成モデル
Claude 3.5 Sonnetを自然言語検索・分析
用に利用。 

高
上位推論モデルを分析系に使う設
計。

セキュリティ

IAM最小権限、OpenSearchデータアクセ
スポリシー、S3/DynamoDB/
OpenSearchの暗号化、TLS 1.2以上、
CloudTrail/CloudWatch/Athena/X-Ray監
査。 

高
監査容易性が高く、企業導入仕様
として妥当。

オンプレ連携
Direct Connect経由で社内LANと閉域接
続。データクレンジング用EC2と分析ア
プリを閉域内に配置。 

高
既存社内DBとの連携拡張がしや
すい。

モデルの追加
学習

未記載。論理的には可能だが、公開資料
で確認できない。 

低

仮定として、中心はファイン
チューニングではなく検索強化型
構成。Claude 3.5 Sonnet前提な
らなおさらその可能性が高い。

Bedrock
Knowledge
Bases利用

未記載。むしろスクラッチ開発と個別
サービス組み合わせが明記。 

中
仮定として、管理型Knowledge
Basesではなく独自RAGを採った
可能性が高い。

社内文書統合

将来は「知財以外のデータ」や財務・研
究開発・事業戦略との統合を計画。外部
紹介資料では社内外特許DBや研究報告書
連携に言及。 

中 現時点では一部が実証段階。
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以上を踏まえると、公開情報ベースの最有力構成仮説は、「RDinX/RD Buddyを共通基盤とし、JPO特許デー
タをS3-Lambda-DynamoDBでETLし、OpenSearch Serverlessで多視点ベクトル検索し、Claude 3.5
Sonnetで要約・比較・対話出力する独自RAGアプリケーション」です。これは、AWS事例本文の記述と、オ
ムロンテクニクスにおけるRD Buddyの設計思想が整合するためです。 

また、ファインチューニングが主手段ではないと考える根拠は三つあります。第一に、公開記事が一貫して
「意味的検索」「ベクトル化」「モデル選択」「スクラッチ実装」を強調していること。第二に、モデル組
み合わせやクエリパターンを非公開としていること。第三に、Bedrockのモデルカスタマイズ説明で列挙され
る代表的対応モデル群にClaude 3.5 Sonnetが含まれていないことです。もちろん、別モデルに対する調整や
ルールベース補助はあり得ますが、少なくとも公開資料から主軸は読めません。したがって、この点は「未記
載」としつつ、実務的にはRAG中心と判断するのが慎重です。 

効果検証

公開情報に現れる効果指標を、そのまま鵜呑みにするのではなく、「何が確認でき、何が確認できないか」
で分解すると、次の表になります。

公開された効果 出典 対象業務
公開された
比較軸

監査可能性の評
価

「特許調査工数50%減
も」 

AWS Summit 2026公式
タイムテーブル、オムロ
ン公式X告知

特許調査
「工数50%
減」という
見出しのみ

低。母数、期
間、件数、対象
者、前提条件が
未公開。

「特許調査・発明説明
書作成の工数を90%削
減」 

AWS公式ブログ
2026-05-25

特許調査＋
発明説明書
作成

工数削減率

低〜中。業務範
囲は少し広い
が、測定方法は
未公開。

「分析時間を大幅に削
減」 

AWS builders.flash
2025-11-04

特許分析、
関連特許分
析レポート
生成

定性表現
低。具体率な
し。

検索式作成の自動化で
「一定のコスト削減効
果」確認 

J-STAGE論文 2025
母集団決定
段階の検索
式作成

コスト削減
の定性確認

低。どの程度か
不明。
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利用者 社内Web UI /アプリ API処理層 認証認可 /ログ /フィルタ 検索オーケストレーション

JPO公開特許データ Amazon S3

Lambda XML解析

DynamoDBメタデータ

OpenSearch Serverless
ベクトル索引

Titan Text Embeddings V2

Claude 3.5 Sonnet

社内LAN /既存DB AWS Direct Connect

仮定:
RAG型構成が中心\n未記載:
ファインチューニング有無
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公開された効果 出典 対象業務
公開された
比較軸

監査可能性の評
価

Season 1で24テーマ中
90%以上が有効と結論 オムロン公式AIZAQ記事

全社AIテー
マ群

テーマ有効
性

中。件数はある
が、知財AIエー
ジェント単独効
果ではない。

AIZAQ Canvas閲覧数
1600→5600 

オムロン公式ナレッジ
シェア記事

社内浸透
閲覧数、期
間約1カ月

中。受容性指標
としては有効。

知財センタ全員がレベ
ル1達成 

J-STAGE論文 2025
知財部門の
教育

3カ月で
100%

中。教育成果と
しては明確。

利用拡大 60名→120名
計画 

AWS公式ブログ
2026-05-25

R&D部門利
用者

利用対象人
数

中。導入拡張の
段階が分かる。

この表から分かるのは、効果は大きいが、測定設計はほとんど公開されていないということです。特に、ユー
ザーが求めた「特許関連工数50%削減の根拠、測定方法、対象業務範囲、前後比較の指標」という観点で
は、現時点の公開資料から直接回収できるのは、せいぜい「対象の候補となる業務範囲」と「対外発表され
た削減率」までです。測定方法については、サンプルサイズ、比較期間、ベースラインの作り方、人的確認工
数の扱い、失敗ケースの除外基準などが未記載です。 

では、公開資料からどこまで“逆算”できるか。J-STAGE論文によれば、知財センタの活用範囲は「特許調査分
析、IPランドスケープ、発明届出、知財戦略」から「文書作成、技術調査、要約作成、メール作成」まで広
がっています。AWSブログではそこに「発明説明書作成」が加わります。したがって、少なくとも公称効果に
は、先行技術調査・関連特許抽出・分析レポート生成・発明文書ドラフト作成が含まれる可能性が高いで
す。逆に言うと、拒絶理由対応、侵害判断、最終出願判断、代理人レビュー、法的責任を伴う最終品質保証
まで含まれているとは読めません。ここは重要で、AI導入時の“工数削減”は、しばしば前工程の探索・整理・
ドラフトで大きく出て、最終判断工程では小さくなるからです。 

公開数値が50%と90%で異なる点については、矛盾というより、対象範囲や成熟度の違いで説明するのが最
も自然です。50%は特許調査に限定した保守的表現、90%は「特許調査＋発明説明書作成」の一部ワークフ
ローを含む展示向け成果表現である可能性があります。あるいは、2025年末の実装事例から2026年展示時点
までの間に、UI改善、プロンプト改善、検索精度向上、ユーザー教育によって効果が上積みされた可能性も
あります。ただし、これはあくまで仮定であり、公開資料だけで確証は得られません。 

厳密な評価の観点では、本件の実力を判断するために最低限必要なKPIは、次のように設計されるべきです。
第一に、特許調査であれば「検索準備時間」「関連文献発見率」「ノイズ率」「上位N件の適合率」「専門家
レビュー工数」。第二に、発明説明書であれば「初稿作成時間」「弁理士/知財担当の修正率」「差戻し回
数」「出願採択率」。第三に、横断的には「1案件当たり総工数」「処理件数あたりクラウド費用」「ユー
ザー満足度」「再利用率」。公開資料にはこの設計が見えないため、現時点では“方向性は説得的、監査可能
性は不十分”という評価が妥当です。 

リスクと課題

最も重要なリスクは、法務・コンプライアンスとデータ保護です。オムロン自身がAI方針で、AI活用に起因す
る「事故や人権侵害等の重大な問題」のリスクに適正に対処すると明記し、入力データの適正化、出力結果
の適正な取り扱い、透明性、説明、品質、安全性、公平性・非差別性を掲げています。これは知財AIエージェ
ントにもそのまま当てはまります。特許文書は公開情報でも、検索クエリ、社内発明メモ、研究仮説、競合比
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較コメント、出願戦略メモは機密であり、単なるRAG構築では不十分です。オムロンがAIガバナンス委員会を
運用し、多層セキュリティとログ監視を重視するのは、このリスク認識の表れです。 

データ漏洩リスクに関しては、本件は比較的よく設計されています。RD Buddyはオムロン専用プライベート
クラウドに配置され、BedrockやAzure OpenAI Serviceを専用リソース化し、API処理層で認証認可・ログ監
視・外部攻撃防御を行い、プライベートモードで会話をナレッジDBから除外できるとされています。さら
に、AWS builders.flashでは、S3・OpenSearch・DynamoDBの暗号化、IAM最小権限、CloudTrail監査、閉
域ネットワーク、Direct Connect接続が具体的に公開されています。公開範囲でみる限り、生成AI企業導入の
標準より一段厳格です。 

それでも、hallucination と検索誤りは残ります。J-STAGE論文は、Season 1段階で「重要情報の欠落」「生
成AIによる分類および要約の精度向上が必要」と書いています。AWS事例も、検索精度向上のために「重要
キーワードを保持するインテリジェントな切り詰め」や「切り詰めた部分から重要語彙を抽出して追加」す
る工夫をしていると明かしています。裏返せば、初期状態のままでは、トークン制約や長文特許特有の情報
損失で品質が落ちる、ということです。知財業務では誤要約や偽陽性/偽陰性が出願判断や無効化調査に直結
するため、Human in the Loopを外してはならない領域です。 

保守運用コストも軽視できません。RD Buddyはサーバーレス最適化でコスト抑制を図っているものの、
Bedrockはモデル課金、OpenSearch ServerlessはOCU課金、Direct Connectは別料金、加えてログ保管や監
査分析もコスト要因になります。AWS料金ページ自体が、Bedrockはモデル・階層ごとに料金が異なり、
OpenSearch Serverlessはコンピューティングとストレージの従量課金だと明記しています。つまり、ユー
ザー数拡大や社内文書連携拡大に伴って、性能最適化＝そのままコスト最適化になる構造です。特に、
Embedding再計算、再索引、長文要約、複雑クエリ増加はコストを押し上げます。 

社内受容性も本質的な課題です。オムロンがAIZAQやAIZAQ Canvas、プロンプト集、6回の教育、スキル認定
まで整えたことは、利用価値が高い一方で、教育なくして定着しないことを示しています。知財部門は、法的
慎重さと専門性の高さゆえに、AIへの過信も不信も起こりやすい領域です。オムロン知財センタで全員がレベ
ル1達成に至ったのは、ツールが優れていたからだけではなく、利用申請、ログイン状況、勉強会参加、認定
試験受験状況まで進捗管理したからです。再現企業がこの運用面を軽視すると、PoCは成功しても本番定着で
失敗します。 

最後に、ベンダーロックインと将来互換性の課題があります。オムロンの設計はAWS上で非常に洗練されて
いますが、実装がS3、Lambda、DynamoDB、OpenSearch Serverless、Bedrock、Direct Connectに強く
乗っている以上、他クラウドやオンプレ再配置のコストは低くありません。もっとも、同社はRD Buddyで
「ユースケースに応じた最適なモデル選択」を掲げており、OpenAI系も含めたマルチモデル思想を持ってい
ます。この設計は、生成モデル部分のロックインを緩和する一方、アプリケーション層の抽象化責任を自社
に戻すため、保守の複雑性を上げます。ここはメリットとトレードオフです。 

実装の再現可能性

同規模企業が同様の知財AIエージェントを内製する場合、最も現実的なのは、いきなり全社版を作らず、知財
部門限定・用途限定で始めることです。オムロンの事例も、先にRDinXという研究開発基盤があり、その上で
RD Buddyを作り、さらに知財AIエージェントへ進化しています。つまり、成功の順序は「全社利用可能な大
規模基盤」ではなく、「特定部門で使える安全な基盤」→「検索・分析ユースケース」→「教育と拡大」で
す。AIZAQの24テーマ、25テーマという進め方は、そのロードマップの良い参照になります。 

高レベルの実装手順は、次の七段階に整理できます。第一に、対象業務を絞ることです。先行技術調査なの
か、IPランドスケープなのか、発明説明書ドラフトなのかを分けないと、検索品質評価が崩れます。第二に、
特許データの取得とETLを整えること。オムロンは特許庁公開情報の生データを使い、XML解析を前提にして
います。第三に、意味検索基盤を作ること。特許全文一発ベクトル化ではなく、「技術分野」「課題」「解
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決手段」などの要素分割が検索精度の鍵です。第四に、生成モデルとの接続を行い、検索結果を根拠付きで
要約・比較させること。第五に、IAM、暗号化、閉域接続、監査ログ、利用制御を整えること。第六に、評価
用のゴールドセットを作り、知財担当者レビューで精度を詰めること。第七に、教育と運用ルールを整え、
本番利用範囲を限定しながら拡大することです。これらはオムロン公開情報に沿った再現手順です。 

必要人員・スキルセットは、最小でも次のようになります。知財実務責任者 1名、クラウド/アーキテクト 1
名、バックエンド 1〜2名、検索・データ基盤 1〜2名、フロントエンド 1名、セキュリティ/監査 0.5〜1名、
PMO 1名です。加えて、知財担当の実務ユーザーが評価・プロンプト改善・データクレンジングに継続参加す
る必要があります。オムロン事例でも、オムロン本体の技術・知財本部、知的財産センタ、オムロン デジタ
ル側の先端技術グループが役割分担しており、OSK/オムロン デジタルの内製力が基盤でした。したがって、
知財部門だけでは完結しない、という点は特に重要です。 

概算コストレンジは、公開価格と一般的な開発前提からの仮定として、次のように置くのが現実的です。な
お、これはオムロンの実績額ではなく、同規模製造業が内製する場合の粗い見積もりです。土台として、オム
ロン デジタルの汎用生成AIサービス「koto-Buddy」は月額10万円程度から開始可能ですが、知財AIエージェ
ント級の個別実装では、これより大きくなります。Bedrockはモデルごと従量課金、OpenSearch Serverless
はOCUとストレージ従量課金、Direct Connectも別料金であるため、クラウド原価は利用量に比例し、総コ
ストの多くは初期開発と継続チューニングに乗ります。 

フェーズ
想定期

間
仮定コストレ

ンジ
含むもの

限定PoC
3〜4カ

月
1,500万〜
4,000万円

特許データETL、最小RAG、10〜20名利用、評価用ゴール
ドセット、監査ログ最小構成

部門本番化
6〜12カ

月
5,000万〜1.5

億円
閉域接続、認証連携、UI整備、運用設計、教育、100名前
後利用、精度改善サイクル

全社横展開
準備

12〜18
カ月

1.5億〜4億円
複数データソース統合、権限設計高度化、監査・原価配
賦、MLOps/検索運用、サポート体制

このレンジで最も支配的なのは、LLM利用料よりも、業務要件の翻訳コストと検索品質改善コストです。知財
AIは一般FAQよりも評価が難しく、1件の誤判断が高コストになり得ます。したがって、初年度は「モデル費
用をいかに削るか」より、「正しい評価設計をいかに内製するか」が勝負になります。オムロンが67種のプ
ロンプト集、6回の教育、スキル認定、ナレッジポータルまで整備したのは、その現実への回答と読むべきで
す。 

推奨事項

導入検討企業への第一の推奨は、業務単位で勝ち筋を切り分けることです。特許調査、出願戦略、発明届
出、発明説明書作成、IPランドスケープは、それぞれ求める精度と説明責任が違います。オムロンの公開情報
でも、Season 1は検索式作成の自動化、Season 2は知財AIエージェント自社開発、2026年には発明説明書作
成まで範囲が広がっています。つまり、成功は“一気通貫化”ではなく、“段階的拡張”によって得られていま
す。 

第二に、KPIは工数だけでなく品質を同時に置くべきです。特に知財業務で「時間短縮」は魅力的ですが、検
索漏れや誤要約が増えれば意味がありません。最低限、検索系では再現率・適合率・上位N件の有効率、文書
生成系では修正率・差戻し率・人手確認時間、運用系ではクラウド費用/件・再利用率・利用継続率を置くべ
きです。オムロンの公開情報に測定設計は出ていないため、追随企業はここをむしろ差別化要素にすべきで
す。 
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第三に、Human in the Loop をルール化することです。オムロンAI方針は、出力結果に誤りや偏りがある前
提で、検証・説明・安全性・公平性を求めています。知財AIエージェントの適用範囲は、「探索、要約、比
較、論点抽出、ドラフト作成」までは広げやすい一方、「最終法的判断」「侵害有無の断定」「出願要否の
最終決裁」は人間責任に残すべきです。これは法務保守ではなく、品質保証のための設計原則です。 

第四に、組織浸透をシステム要件として扱うことです。AIZAQの253名参加、AIZAQ Canvasの閲覧増、知財セ
ンタ全員のレベル1達成は、いずれも「導入後の教育と知識共有」が可視化された単位です。知財AI導入で
は、単なるFAQや使い方資料では足りません。再利用可能なプロンプト集、失敗事例共有、評価基準、相談窓
口、ガバナンス委員会、ログイン率や試験達成率まで含めてはじめて本番化できます。 

導入時チェックリストとKPI候補を、実務用にまとめると次のようになります。

観点 導入時チェック項目 KPI候補

対象業務
先行技術調査か、IPランドスケープか、
発明説明書かを分離したか

業務別1件当たり総工数、対象案件数

データ
特許データの取得経路、更新頻度、要素
分割方針があるか

取り込み成功率、更新遅延時間、索引再構築
時間

検索品質
ゴールドセットと専門家レビュー手順が
あるか

Recall@K、Precision@K、ノイズ率、見逃し
率

生成品質
要約・比較・ドラフトの採点基準がある
か

修正率、差戻し率、再生成回数、利用者満足
度

セキュリ
ティ

閉域接続、IAM、暗号化、監査ログ、持出
制御を定義したか

監査ログ取得率、権限逸脱件数、インシデン
ト件数

コスト 1件当たりのクラウド費用を追えるか
案件単価、ユーザー単価、月次クラウド費
用、Embedding再計算費

組織浸透
教育、認定、相談窓口、ナレッジ共有の
仕組みがあるか

MAU、継続利用率、教育修了率、再利用プロ
ンプト比率

経営接続
出願戦略・研究戦略・事業戦略との接続
を持てているか

戦略案件への活用率、意思決定リードタイム
短縮、提案件数

総合すると、オムロンの知財AIエージェント事例は、技術面ではかなり再現しやすく、効果面ではまだ監査し
きれず、組織面では非常に学ぶところが多い案件です。追随企業にとっての本当の論点は「どのLLMを選ぶ
か」より、「どの知財業務をどう評価し、どこまでをAIに渡し、どこからを人に戻すか」を設計できるかにあ
ります。オムロンが示した価値は、単なる生成AI導入ではなく、知財部門を含むR&Dオペレーティングモデル
の作り替えにあります。 
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